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むつ市は、下北地域の中核都市として商業等各種機能が集積

し市民や広域住民の生活拠点として重要な役割を果たしてい

ます。

特に昭和 34年に田名部町と大湊町が合併した当市の特異

性から、中心市街地も田名部地区、大湊地区それぞれの街の顔

として発展して参りました。

しかし、近年その活力が失われ、商庖街の空洞化が急速に進んでいる状況は、それが市民の生

活の利便性を損なうだけでなく、むつ市の今後の発展にも大きな影響を及ぼすこととなります。

このような背景のもと、今回、地域の創意工夫を活かし行政と民間が連携して「市街地整備改

善」と「商業等活性化」を柱とした総合的、 一体的推進を図る「むつ市中心市街地活性化基本計

画」を策定いたしました。

この計画は、今後のむつ市の田名部地区、大湊地区それぞれの中心市街地の活性化の基本的な

施策の進め方を明らかにしたものです。

中心市街地は、これからもむつ市経済の発展や豊かな市民生活の実現に大切な役割を果たす場

所です。

中心市街地をこれからのむつ市民のニーズ、に対応した地域コ ミュニティの中心として、人が住

み、育ち、学び、働き、交流する場として再生することこそ 21世紀のむつ市に課せられた課題

といえます。

このためには、市民と商業者による TMO(まちづくり機関)がすみやかに形成され、この基

本計画に沿ってまちづくりに係わる各種事業が実施されることにより賑わいのあるむつ市の中心

市街地が活性化され再生するものと確信をいたしております。

市といたしましても、この中心市街地を活性化することが最重要課題と認識し、全力を挙げて

支援をして参る所存であります。

今回の計画策定に当たりご尽力を賜 りましたむつ市中心市街地活性化審議会の委員の皆様並び

に作業部会部員として計画づくりにのためのワークショップ等に参加し、 ご協力いただきました

方々に深く感謝するとともに、市民の皆様のより 一層のご支援を賜りますようお願し、申し上げます。

平成 13年 10月

むつ市長杉山 粛
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1 . 計画の概要
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(1) 計画の背景と目的

我が国では、急速なモータリゼーションの進展、消費者のライフスタイルの多様化や市街

地における地価の高騰などにより 、郊外への人口流出を始め、大型庖舗の郊外への移転及び

出盾が進んでおり 、その一方、中心市街地では、インフラ整備の遅れもあって、居住人口の

減少、空き庖舗の増加などにより、空洞化が深刻になっております。

むつ市においても、社会経済の景気低迷、商業流通形態の変化などに伴って、幹線道路沿

いへの大型j苫舗等の立地が進み、商庖街に内在する歩行空間や駐車場の不足、魅力的な庖の

不足(庖舗スペース、品揃え、価格等)及び後継者の不足などの諸問題が複雑に絡み合って、

中心市街地を取り巻く環境は、非常に厳しさを増している状況にあります。

中心市街地は、長い歴史の中で地域の文化や伝統を育み、また様々な都市機能を培ってき

た「街の顔Jであり、その空洞化は「街のアイデンティティ喪失の危機j と言っても過言で

なく、 21世紀に向けて子孫に引き継ぐべき豊かな街を創造していくためにも、中心市街地の

空洞化は緊急的に解決すべき課題となっております。

このような状況の中で、平成 10年 7月に中心市街地活性化のための総合的な対策を講じる

法的枠組みとして、「中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推

進に関する法律J(中心市街地整備改善活性化法)が施行されました。

「むつ市中心市街地活性化基本計画Jは、このような背景を踏まえて、中心市街地の活性

化を図るため、市街地の整備改善と商業等の活性化を一体的に推進する上で、その指針とな

るものであります。

田名部町と大湊町が合併した経緯等から、むつ市には、下北半島の政治 ・経済の中心地と

して古くから栄えてきた「田名部地区」と旧海軍の軍港として栄えた「大湊地区」の2地区

の中心市街地が存在するため、「むつ市中心市街地活性化基本計画」の策定にあたっては、

「田名部地区Jと「大湊地区」について、それぞれ独自の基本計画を立案することにしまし

た。

よって、本基本計画書は、「大湊地区」に係る中心市街地活性化のための指針として、と

りまとめたものであります。

- 中心市街地整備改善活性化法の目的

空洞化が進行している中心市街地の活性化を図るため、地域の創意工夫を活かしつつ、「市街地

の整備改善Jr商業等の活性イじJを柱とする総合的 ・一体的な対策を、関係省庁、地方公共団体、

民間事業者等が連携して推進することにより、地域の振興と秩序ある整備を図り 、我が国の国民

生活の向上と国民経済の発展を図る。



- 中心市街地整備改善活性化法の概要

【基本的考え方】

① 市町村のイニシアティブ

② 「市街地の整備改善Jと「商業等の活性化Jが車の両輪

③ 「都市化社会jから「都市型社会」への歴史的転換期に当たっての「都市の再構築」

④個庖や商庖街に着目 した「点J・「線」から、「面J的な商業活性化策へ

⑤各省協議会等、関係省庁の連携による各種措置の一体的推進

【スキーム】

① 国が「基本方針」を作成

②市町村が「基本方針」に即して、市街地の整備改善及び商業等の活性化を中核とし

て関連施策を総合的に実施するための「基本計画」を作成し、国及び都道府県は助
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③ 市町村の「基本計画Jに則り中小小売商業の高度化を推進する機関 (T MO)・民

問事業者等が作成する商庖街整備や中核的商業施設整備等に関する事業計画を国

が認定し、支援を実施

( 2) 計画策定の流れ

計画策定の流れは次のとおりです。 圃 計画策定の流れ

むつ市の概況と上位 ・関連計画等
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中心市街地の位置及び区域

(想定)

中心市街地の現況特性と問題点

中心市街地の位置及び区域

(決定)

中心市街地活性化の

目標と基本方針

事業の一体的推進に向けて







2. むつ市の概況
E ー~答書

(1 ) 位置

むつ市は、本州最北端下北半島のほぼ中央に位

置し、東は下北郡東通村、西は川内町、北は大畑

町、南は上北郡横浜町に接し、下北地域の行政、

経済、教育などの中心的な役割を担っています。

- 位置図

( 2) 沿革

本市の歴史は古く、発見された遺跡の出土品等か

ら推定 6，000年以上も前から人が住んでいたこと

が明らかにされています。

古くは糠部郡宇曾利郷と呼ばれていた下北地方

は、良質なヒパ材や長崎俵物と して海外貿易品にも

なった海鼠などの海産物、さらには鉱物資源に恵ま

れた、南部藩にとっても重要な地域でした。

また、会津藩が戊辰戦争後の明治 2年、再興を許され立藩した斗南藩の藩庁が置かれたと

N4
0
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ころでもあります。

明治22年の市町村制施行により田名部村ーと大湊村が誕生しました。田名部村は郡内の政治、

経済、交通の中心として着実に成長し、明治 32年に町制を施行しました。一方、大湊村は明

治 35年の海軍水雷団設置以来、急速に変遷、発展を遂げ、昭和 3年に町制を施行しましたが、

戦後、軍の解体により人口は半減、苦しい復興期を迎えました。

このように、それぞれ異なった発展経路をたどった両町は、昭和 34年に下北の中核都市、

人口 10万人の田園工業都市建設を目指し、“大湊田名部市"として合併、翌年ひらがなの“む

つ市"に改称し、現在に至っています。

( 3 ) 自然的条件(地形、気象)

本市は、北を津軽海峡に面し、南は陸奥湾を抱く 二つの異なる海を持つ特異な地形と なっ

ています。また、西は釜臥山系、東南部は丘陵地帯となり吹越山脈へと続いています。

このような地形条件は本市の気候に • 年間降水量と気温

も深い関わりを持っています。概して冷
400 30 

涼型の気候である青森県の中にあって、
降 300
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(4 ) 土地利用

市域面積 24，588haのうち、約 7害IJが山林、原野となっています。また、農地は約 1害IJで、

年々減少する傾向にあります。

宅地は全体の 4%弱にすぎませんが、毎年わずかながら増加しています。宅地の約 7害IJが

田名部、大湊の市街地(人 口集中地区)に集中しています。

・地目別土地利用面積の推移 (資料.市税務課調査)

。% 20九 40弛 60% 80也 100% 

ロ回・畑 宅地 ロ山林 ロ原野 型 企生」

(5 ) 人口、世帯数

平成 12年の本市の人口は 49，340人、世帯数は 18，273世帯となっています。

人口は昭和 60年以降ほぼ横ばいで推移していましたが、平成 7年度からはわずかながら増

加基調を維持しています。また、世帯人員は年々減少傾向にあり 、核家族化が進んでいます。

平成 7年国勢調査における年齢別人口構成を見ると、年少人口 (14歳未満)が約 19%、

生産年齢人口 ( 15~64 歳)が約 67% 、 老齢人口 (65 歳以上)が約 14% となっています。

年少人口が減少する一方で、老齢人口が増加しており、いわゆる少子高齢化がむつ市で、も

進行していることが分かります。

-人口、世帯数の推移
- 年齢階層別人口の推移 (資料国勢調査)
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(6 ) 通勤・通学流動

本市に通勤・通学により流入する人口は約 3，300人、逆に流出する人口は約 2，200人です。

流入人口が流出人口を大きく上回っており 、むつ市が下北地域における中心都市であること

が分かります。

- 通勤・通学流動 (資料 平 成7年国勢調査)

、--司、、"1.:.... .A.L.:..! J...I.:.... 
、，

就業地・就学地ベース
就業者 通学者 総 数

実数 構成比 :%数 術成比 実数 情j戊比
むつ市で就業・就学 24，5261 100.0% 2，9121 100.0首 27.438 100.0弛

自宅で就業 2，718 11.1% 。 0.0也 2，718 9.9も

自宅外で就業・通学 21.808 88.9% 2.912 100.0首 24.720 90.1弛
むつ市に~f，.{主 19，170 78.1% 2，230 76.6弛 21，400 78.0弛
他市町村に常住 2.638 10.8% 682 23.4首 3，320 12.1% 

l大 対H 凹] 854 3.5% 153 5.2弛 1，007 3.7% 

2束 通 村 787 3.2% 202 6.9% 989 3.6弛

31)11 内 H可 333 1.4% 86 3.0% 419 
1.5→ % 到→ % 96 4検 IJ主 問 166 0.7也 66 2.3% 232 0.8 

511協出T沢田] 108 0.4首 78 2.7% 186 0.7 
6そ の 他 390 1.6叫 97 3.3% 487 1.8 

(常住地ベース) 単位(人)

常住地ベース
就業者 通学者 総数

実数 構成比 実数 l 術成比 実数 構成比
むつ市に常住 23.736 100.0% 2.537 100.0% 26.273 100.0略

自宅で就業 2，718 11.5% 。 0.0唱 2，718 10.3唱

自宅外で就業・通学 21.018 88.5% 2，5371 100.0唱 23.555 89.7首

むつ市で就業・通学 19.170 80.7弛 2.230 87.9弛 21.400 81.5喝
{也市町村で杭業・通学 1，848 7.8首 3071 12.1% 2，155 8.2弛

l東 通 キf 555 2.3首 I1 0.0唱 556 2. 1 ~見

2大 知l 町 370 1.6首 63 2.5% 433 1.7% 
3償 浜町 234 1.0也 20 0.8% ~ 1.0也
4野 辺 地 町 19 0.1% 174 6.9% 193 0.7弛
5六ヶ所村 143 0.6首 。 0.0唱 0.5% 
6そ 。コ 1也 527 2.2唱 49 1.9% 576 2.2% 

( 7 ) 交通体系

① 公共交通(鉄道、バス)

本市には、 JR大湊線(野辺地駅~大湊駅)と下北交通大畑線(下北駅~大畑駅)が通って

おり、両路線とも日運行本数(上下計)は 20本と少なく、地域住民の日常的な足として十分

なサービスを提供しているとは言い難く、乗降客も減少する傾向にあり ました。このような

ことから、下北交通大畑線は平成 13年 3月 31日をもって廃線になり ました。

また、 JRパス と下北交通パスが市を中心に運行されており、地域の人々にと って重要な

交通手段となっています。

② 道路網

むつ市で、は、下北地域の広域交通軸である国道 279号、 338号と 、むつ尻屋崎線、むつ恐

山公園大畑線、赤川下北停車場線、海老川新町線などの県道により 、骨格的な道路網が形成

されています。

市街地ではこれらを軸にして格子状に都市計画道路を計画しており、バイパスなどを中心

に新規道路の整備を進めています。

また、下北地域の産業経済の発展及び広域観光ノレー トの形成を図るための地域高規格道路

として“下北半島縦貫道路"の早期整備が期待されています。

5 
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-交通網図

( 8) 産業構造

平成 7年国勢調査による産業別就業人口は、第 1次産業が約 5%、第 2次産業が約 23%、

第 3次産業が約 72%となっており、むつ市で、は第 3次産業が中心的な産業であることが分か

ります。

昭和 50年から平成 7年までの 20年間の推移を見ると、就業者全体では約 20%増加 してい

ます。産業別には第 1次産業が約 63%減少する一方で、第 2次産業は約 24%、第 3次産業

は 34%の増加をみています。

• 産業別就業人口の推移

(資料国勢調査)

- 産業別市内純生産額の推移

(資料 ー市民所得統計)

細E--・1 . -白血 F

H7 

H2 

レ〆 ..... ー/ ./ ，/ v 

S60 

S55 

S50 LJ H 
1 ノノ/ノノ

020，000 40β00 60，000 80，000 100β00 120，000 140，000 。 5，000 10.000 15β00 20，000 25，000 l圏第一次産業 ロ第二次産業 ロ第三次産業 I(百万円)
園第一次産業 ロ第二次産業 ロ第三次産業 | (人)
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(9 )商業

むつ市は、下北地域の行政、経済、教育などの中心都市として発展してきましたが、近年

はモータリゼーションの発達などにより中心性がさらに高まりつつあります。商圏も拡大傾

向にあり、下北地域からさらに横浜町、六ヶ所村まで商圏が及んでいます。

- むつ市の小売商圏とその推移 (資料 平成 12年度 青森県消費購買動向による商圏調査)

第 1次商圏 第 2次商圏 第 3次商圏 第4次商圏
(吸収率 50%以上) (30~49. 9%) (l O~29 . 9%) (5~9 . 9%) 

昭和 63年
東通村、むつ市、風間浦村、脇野沢村、 大畑町、大間町 六ヶ所村
横浜町、佐井村、川内町

平成 3年
東通村、むつ市、脇野沢村、風間浦村、 大間町 六ヶ所村
横浜町、大畑町、)11内町、佐井村

平成 6年
東通村、むつ市、脇野沢村、風間浦村、 佐井村 六ヶ所村
川内H庁、大間町、横浜町、大畑町

東通村、むつ市、脇野沢村、風間浦村、 六ヶ所村
平成 9年 川内町、大間町、横浜町、大畑町、

佐井村

東通村、むつ市、脇野沢村、風間浦村、 六ヶ所村
平成 12年 川内町、大間町、横浜町、大畑町、

佐井村

平成 9年商業統計によると 、むつ市の商届数は 791、従業者数は 4，866人、年問販売額は

1，510億円となっています。

近年のロードサイドへの大型!苫舗の進出、中小j古舗の廃業という図式の中で、商庖数は減

少傾向にあるものの、従業者数や年問販売額は増加する傾向にあります。

- 商業活動の推移
(資料商業統計調査)

- 平成 9年の小売業と卸売業
(資料商業統計調査)
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むつ市では大きく分けて、田名部地区、大湊地区、中央地区において商業集積が見られて

います。田名部地区、大湊地区は、田名部町、大湊町の中心地として発展してきた旧来から

の市街地です。一方、中央地区は岡地区の中間に位置し、道路整備に伴いロードサイド型店

舗が多く進出した比較的新しい市街地です。

田名部地区、大湊地区では、中央地区での商業集積の高まりなどもあって、商業的な活力

が失われつつあり、この再生がむつ市にとって大きな課題となっています。
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( 1 0) 観光

むつ市は、下北地域の観光の拠点都市でもあります。

平成 11年における下北地域全体の観光入込客数 278万人に対し、むつ市の観光入込客数

は 98万人で、全体の 35%程度を占めています。

- 下北地域の観光入込客数の推移
(資料青森県観光統計概要)
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- 市町村別観光入込客数
(資料青森県観光統計概要)

むつ市
79 

440 986 

o 200 400 600 800 1000(千人)







3. 上位・関連計画等における中心市街地の位置づ、け
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー巳」 王立空回一

(1) 新・むつ市長期総合計画(平成 13年9月:むつ市)

① 基本理念と将来像

「第 3次むつ市長期総合計画」を継承し、“人と科学と自然が調和する 心豊かな みらい

半島"を基本理念に、21世紀を展望した 4つの都市像を掲げています。

都市の基本理念 都市像

人と科学と自然が調和する 水と大地とやすらぎのまち

心豊かなみらい半島

ブ| 夢と創造性をはぐくむまち

健やかで生きがいのあるまち

人々が行き交う豊かでにぎわいのあるまち

② 中心市街地活性化の推進

活力とにぎわいを創出するために(交流にぎわい基盤)に関連して、中心市街地活性化の

推進について、以下のように記述されています。

中心市街地活性化基本計画の積極的な施策の展開を図るとともに、各種制度を活

用し、商工会議所や各商庖街が推進する商庖街活性化策を支援します。

(2 ) むつ市都市計画マスタープラン(平成 7年 3月:むつ市)

① 都市づくりの目標

本計画は、むつ市における土地利用 と都市施設のあり方を明らかにすることを目的として

し、ますが、都市づくりの目標を以下のように掲げています。

都市づくりの目標

本州最北の躍動都市“むつ"

むつの海・山・緑を背景に豊かな

生活・産業・文化が躍動する、

下北自立圏の中核都市

- 9 -

目標像

下北圏・県内・道南・全国など他圏域との交流が

繰り広げられる交流都市

農林水産業、エネルギー、地場、サービス型工業

により活力あふれる豊かな産業都市

むつの海・山・緑のもと、全国からの人々が、ス

ポーツ・観光でリフレッシュするリゾート観光都市

むつの海 ・山・ 緑のもとに地減の人々が創造性

豊かな生活を育む快適な生活都市



-将来都市構造図
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② 田名部地区と大湊地区の位置づけと整備方針

土地利用の基本計画において、田名部地区は都心商業業務地、大湊地区は地域拠点商業地

として位置づけられています。

a.都心商業業務地(田名部地区)の方針

市の中心市街地である田名部駅前周辺地区を下北圏域全体を商圏とする高密度商業

集積地として、消費者の多様なニーズ、に対応した都市的魅力を備えた商庖街への変革

を図り、駅前再開発事業等によりシンボルロード 「来さまい橋通り Jや買い物広場と

の一体的な整備を推進し、商業、業務、娯楽機能の高度化をめざす。

b.地域拠点商業地(大湊地区)の方針

]R大湊駅周辺地区を地域生活のための商業拠点とし、既存商!吉街の活性化を図ると

ともに当該地区に水揚げされる魚介類を扱う生鮮魚市場や青果市場、シーフードレス

トラン、野外バーベキュー施設等による魅力ある商業空間の形成に努める。
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(3 ) むつ市地区基本計画マスタープラン(平成 7年 3月:むつ市)

本計画は、都市計画マスタープランを受け、市街地 9地区の具体的な整備内容などを明ら

かにしていますが、田名部地区、大湊地区については、次のような整備の基本方針が示され

ています。

- 地区区分図

呂

田

目

白

丁
丁
目
町

丁
丁

一
二

丁
本
町
一
二

町
町
一
、
部
町
町

川
川
町
町
名
迎
迎

小
小
柳
新
田
横
横

》
- 田名部地区の整備の基本方針

目 4票 整 備 方 針

F北圏域を代表する広域商業拠点とし 市街地再開発事業等の導入により、大型j苫を核

て、都市的諸機能が複合した商業業務地 とした個別、専門庖の集積を図り、それぞれの

の形成を図り、地域の特性を活かした美 特性を活かした買いまわりゾーンの形成を図

しい都市景観を創出するとともに、ゆと る。

りある豊かな都市空間の形成をめざす。 田名部駅周辺の整備としては、駐車場の確保や

買い物広場 ・イベント広場の活用を図る。

田名部川環境整備事業を推進するとともに、

「来さまい橋通り Jの延伸整備により田名部川

から「来さまい橋通り」まで、を市内観光ルート

として活用する。

- 大湊地区の整備の基本方針

目 4票 整 備 方 童十

地域住民のために食料品、衣料品、雑貨 商庖街活性化街路事業や商庖街近代化事業等に

といった生活必需品を中心とする買い よりショッピングモーノレの整備や};5舗の共同化

物の利便性や最寄性の向上を図り、商庖 を図り、個性的で魅力あるショッピングゾーン

街の活性化により活力のあるまちづく の形成を図る。

りをめざす。
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(4 ) 平成 8年度田名部地区商庖街診断(平成 9年 3月 :青森県、むつ市、むつ市商工会)

むつ市における商業集積地を“田名部地区"“大湊地区"“中央地区"とし、各地区の役割

分担を以下のように位置づけています。

[田名部地区} 都市機能を包含した地域中心商業機能

下北地域の中心商業機能

田名部地区住民の生活利便商業機能

観光客への対応商業機能

[大湊地区] 駅前及び地区中心商業機能

大湊地区住民の生活利便商業機能

]R発着点としての駅前利便商業機能

[中央地区] 商業施設を中心とした地域中心商業機能

自動車客を対象とした利便商業機能

目的性を持った単品販売機能

( 5) むつ市中心市街地活性化のための「基本計画」策定への提言書 (平成 12年 3月:むつ

商工会議所)

商工会議所全会員を対象にしたアンケート調査や(協)田名部駅通り商店会(現在、田名

部駅通り商庖街振興組合)、ボランティアクーループまちづく り倶楽部、商工会議所青年部など

からの提案を踏まえ、基本計画に対する提言を行っています。

① 活性化に向けた基本理念

「賑わいと伝統が調和した活力ある未来都市むつの創造に向けて」

② 中心市街地の位置と範囲

「田名部地区商j苫街」を包含した区域と「大湊地区商庖街」を中心とした区域の 2ヶ所

③ 中心市街地活性化のための提言

住居環境の整備

景観整備

住みやすく、住んで楽しい市
高齢者等への対策

都市計画における用途地域の規制緩和
街地をつくる(居住環境)

固定資産税の減額など税制面での支援策

保育施設の充実

公共施設の集積

ショッピングモ ノレの整備

パティオ型庖舗集積の整備

家族みんなが楽しめる飲食街とレジャー施設の設置

田名部駅前用地に産業会館の建設

賑わいと活気にあふれた市街
特産物を扱う市場の開設

市内循環パスの運行
地をつくる(活気)

スポーツ交流施設の建設

大湊駅袋、大平漁港周辺の整備・活用

お祭り会館の建設

空き庖舗の有効活用

共同庖舗、共同宅配事業
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自然・歴史・文化に触れ合えるコース・場所の設定

各種資料館の開設、資料の展示等

自然 ・歴史 ・文化に触れ合え 市の収蔵庫の移転

る市街地をつくる(自然 ・歴 観光資源の発掘・PR
史 ・文化) 蔵元通りの設定

市街地案内板の設置

美術・芸術テーマパークの設置

大規模駐車場の設置

商庖街へアクセスする道路や歩道の設置

ヒューマンスケールの市街地 ・ 田名部駅前に合同ステーションの設置

をつくる(交通) 歩行者、特に高齢者・障害者が安心して買い物できる歩道

の整備

高齢者等でも使える交通機関・手段の確立

自分たちで市街地をマネージ
むつTMOの設立とタウンマネージャーの育成

まちづくりへの市民意識の高揚、市民・企業の参加
メン 卜する(市民協働)

ボ、ランティア活動、市民活動の支援

( 6) 下北広域観光振興計画(平成 12年 3月:財団法人電源地域振興センター)

本計画では、下北広域圏が共同で取り組むべき観光振興の基本方針と施策の体系などが示

されています。

- 下北広域観光振興計画の施策の体系

1. 下北の 「自然Jを売り込もう (1)共通イメージの創出

(2)下北のビューポイン卜づくり

2.下北の個性を演出しよう (1)プフス温泉で、健康と癒し

(2)食の魅力づくり

3 ァーマ型観光を充実しよう (1)体験する観光

(2)歩く観光

(3) 冬の誘客

4 周遊型の観光ネットワークをつくろう (1)幸万幹f来八戸駅からのアクセス強化

(2)交通の連携による周遊ルートの確立

(3)ネットワークを支えるソフト事業

(4)宿泊機能の強化

5. 広域協力体制を強化 (1)情報ネットワーク

(2)イベントネットワーク

(3)物産ネットワーク

むつ市に特に関連するものとしては、むつ市街散策などが提案されています。

[むつ市街散策]:むつ市内の寺社、史跡、 造り酒屋、土産物屋、飲食J古などをネッ トワーク

した散策コースを用意し、都市型観光を提供する。

- 13-









4. 大湊地区の現況特性と問題点
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田圏E軍司亜里三~:7~;、ャー

(1) 位置、沿革など

大湊地区の中心市街地区域は、むつ市市街地西部に位置します。北西に釜臥山を擁し、南

に大湊湾を望む、自然豊かな区域です。

旧大湊町の中心地であり、かつては海軍のまちとして栄えていました。現在の町名区分で

は、概ね大湊新町、大湊浜町、大平町で構成されています。

-大湊地区

中心市街地区域位置図

、‘、

.--・e

(2) 人口、世帯数

住民基本台帳 (各年 3月末現在)に基づき、大湊地区(大湊新町、大湊浜町、大平町)の

人口、世帯数の推移をみたのが下図です。

大湊地区においては、人口は減少傾向にあり、世帯数は横這いとなっています。

-大湊地区の人口、世帯数の推移 (資料 ・住民基本台帳)

5，000 3.0 
人 3，922 

2.8世ロ4，000 3，791 
手普

z 3000 
人

2.6員

数
2.4人~ 2，000 

人 / 

1，000 2.2戸
) 

戸

。一 ・・・・・・・・・・ -. ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 22.0 

H4 H6 H8 H10 H12 

|ー 人口口世帯数 十世帯人員 !

H4  H6  H8 HI0 H12 H12/H4 

人 口 (人) 3， 922 3， 791 3，629 3， 568 3， 593 O. 92 

大湊地区 世帯数 (戸) 1，447 1，458 1，443 1，449 1，464 1. 01 

世帯人員 (人/戸) 2， 71 2.60 2.51 2， 46 2，45 0，91 

人 口 (人) 49， 579 49，714 50， 021 50，168 50，424 1. 02 

全 市 世帯数 (戸) 18，411 18，958 19，445 19，977 20，367 1. 11 

世帯人員 (人/戸) 2，69 2， 62 2， 57 2，51 2，48 0， 9 

資料)住民基本台帳(各年3月末現在)

注)大湊地区 大湊新町、 大湊浜町、 大平町
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( 3 ) 土地利用

① 用途地域

J R大湊線北側の主要道路沿いに商業地域及び近隣商業地域が指定されています。

その北側は住居系用途地域(第 1種住居地域、第 1種中高層住居専用地域、第 1種低層住

居専用地域)が、南側は工業系用途地域(工業地域、準工業地域)が指定されています。

② 土地利用、建築物等の状況

大湊駅を中心とする国道 338号などの道路沿道に近隣型の商j古街が形成されていますが、

専用j苫舗は少なく大部分は住居併用j苫舗となっています。

住居系地域が指定されている 山側では、低層住宅を主体とした比較的な良好な住宅地が形

成されています。

工業系用途が指定されている海側一帯は、鉄工所、整備工場、水産関連施設、倉庫、資材

置場などの工業系として土地利用がされており、大湊駅裏手には広大な未利用地が広がって

います。
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(4) 交通施設

① 道路

区域及び周辺では、国道 338号が幹線道路としての機能を担っています。この国道 338号

は、区域西側まで、バイパス整備が完了しています。

国道 338号の商届街部分の交通量(9時'"'-'19時)は、平成 12年で約 6，000'"'-'7，000台とか

なり多い状況にありますが、歩道が整備されておらず安全性や快適性に問題があります。

国道 338号とバイパスとを結ぶ道路として 3・5・11大湊浜町八森線と 3・5・10太平町

大湊新町線が計画されていますが、 3'5・10大平町大湊新町線については地形的制約などか

ら整備が進んでいません。

その他道路については、海側の道路は比較的充実していますが、山側は地形的制約もあっ

て全般的に道路が狭院で量的にも不足している状況にあります。

J R大湊線により市街地が 2分されていますが、鉄道の南北を結ぶ道路が不足しているこ

とも、市街地整備上の大きな問題となっています。

なお、大湊新町から大湊浜町にかけての国道 338号から市道浜通線に連絡する道路には、

浜町坂、船見坂、常楽寺坂、ロマンス坂などの名称をつけています。

② 鉄道

10，000 

9，000 

8，000 

7，000 

6，000 

5β00 

4，000 

3，000 

2，000 

1，000 。

- 国道 338号(力メラのみなみや大湊庖前)の交通量
(資料 「むつ市内交通量調査 2000J(むつ商工会議所)) 

~\\ ... 事 ¥¥品

t ¥¥  

どと------
v 

〆/ ' 
一‘'

一。一 車両(平日)

一@一 車両(休日)

一企ー徒歩(平日)

〉企ノ →←徒歩(休日)

H8 H9 H10 H11 H12 

区域中央に JR大湊線の終着駅である大湊駅があります。 1日当たりの運行本数は、上り

下りあわせて 20本です。

③ 港湾

区域東側には大平船溜まりがあります。大平船溜まり西側隣接部にも船溜まりがあります

が、有効的に利用されていない状況となっています。

- 17-



( 5) 公園・緑地

区域及び周辺における都市公園は上町児童公園 (0.18ha) のみとなっています。住宅地内

に小公園が見られますが、地域住民の憩いや集いの空間としての公園が全般的に不足してい

ます。

むつ保健所北側に野球場跡地がありますが、現在は未利用地のまま放置されています。

また、願求院裏に残存するまとまった樹林地は、市街化が進んだ区域にあって貴重な緑地

となっています。

( 6) 河川・水路等

区域では、釜臥山から海に向かつて小荒川、小松野川、稲荷川|などの河川が流れています

が、下水道が整備されていないため、生活雑排水による水質悪化も見られています。

また、区域及び周辺は良質な地下水に恵まれ、地下水が日常的に利用 されています。

(7 ) 公共公益施設

区域及び周辺の主要な公共公益施設としては、むつ市公民館、むつ保健所、勤労青少年ホ

ーム、大平保育所などがあります。

むつ市公民館は、 地域住民の各種文化・レクリ エーション活動の拠点として重要な役割を

果たしています。

(8 ) 歴史・文化的資源

区域及び周辺には、金比羅神社、神明宮、願求院などの寺社が点在しています。

また斗南藩士(旧会津藩士)上陸の地にちなんで大平船溜まり西側に斗南藩士上陸の碑が

設置されています。

大湊地区を代表する伝統的な行事として、毎年8月最初の金~日曜日に行われる大湊ネブ

タ祭りがあります。100年以上の歴史を持つ祭りで、町内会や職場単位で制作された大型ネブ

タ12台が運行され、大湊地区盆唄の流し踊りも行われます。

18 
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(9 ) 商業環境

① 商庖街組織

区域には、“大湊駅前通り商庖街"と“大湊浜町商j苫街"の 2つの商盾街があります。

各商庖街の概要は下表のとおりです。

-商店街の概要

商庖街名 組織名称、等 会員数 街区延長 これまでに実施した主な事業

-街路灯(スズ、フン灯)

-共同駐車場

-単独大売り出し

大湊駅前通り
(協)むつ専門庖会 6 8名 280m 

-共同大売り出し

商庖街 -まける市

-先進地視察

-街区の商業診断

-共同装飾など

-共同大売り出し

大湊浜町商庖街 大湊サービス!吉会 2 5名 440m -大抽選会

-先進地視察研修など

② 商庖街区別商業活動の推移

「青森県八市の商庖街区の現況J(青森県統計協会)による商庖街区別商業活動の推移は下

図のとおりです。

大湊駅前通りでは、商庖数、従業者数、販売額、売場面積の各数値とも、ほぼ横這いで推

移していますが、大湊浜町では、大きな落ち込みが見られています。

-商庖街区別商業活動の推移(小売業)
(資料 。「青森県八市の商庖街区の現況J)

【大湊駅前通り】 【大湊浜町】
2676 2637 

250 250 
2306 

2500 年 2500 年

従商 200 2470 2446 発 間 従商 200 売 間
車庖 23

0 
2000 場販 業庖 2000 場販

者数

日 円
面 禿 面 売

数_ 150 者数 150

( 庖
1500 ，.額

数( 1500 積額

人 - 100 1000 rri百
( 庖 100

1000 rri百
万 人 )

万

50 500 
円

50 円500 

。 。
O O 

H3 H6 H9 H3 H6 H9 

|ー 商庖数口従業者数 十 年間販売額十売場面積 |

注) 集計対象は左図商!苫街区内の小売業のみで

あり、飲食届、サービス業などは含まれて
いなし、。

円
/
】

円
/
】



③ 各種居舗 ・事業所等の分布状況

中心市街地区域には、小売盾 (31%)以外にも飲食庖 (34%)、各種サービス業庖舗 (20%)、

各種事業所 (10%) なども数多く分布しています。全体の半数近くは大湊駅前、大湊浜町以

外の街区に広く分布しています。

- 各種庖舗・事業所等の現状

区 分 大湊駅前 大湊浜町 商庖街区外 iEコb、 舌ロt (構成比)

1 .小売 ・サービス業 91 33 103 227 85. 0略

①小売庖 32 21 29 82 30. 7出

②飲食庖 37 2 51 90 33. 7首

③理美容庖 9 5 5 19 7. 1覧

④ホァル ・旅館 ・民宿 4 O O 4 1.5覧

⑤病院 ・治療院 3 2 2 7 2. 6犯

⑤その他サービス業 6 3 16 25 9. 4免

2.その他の事業所 9 4 13 26 9. 8弘

⑦銀行 ・保険業 3 5 1.9免

③その他工場 ・事業所等 6 3 12 21 7. 9免

全事業所数 (1+ 2) 100 37 116 253 94. 8弘

⑨公共的施設 6 O 8 14 5.2%1 

彰台 aロ0.. 言十 106 37 124 267 100.0目|

(構成 比) 39. 7% 13.9見 46. 4覧 100. 0見
丸一.、 .. . ，， _..>J.lL. J.... ^ .J.. """'_............. 四 円 ー 咽 も ............- O ~ 、 ~~ 

注 2)その他工場・事業所等 運輸業、建設業、卸売業、製造業等

【大湊駅前】

- 街区別各種庖舗・事業所等の分布

【大湊浜町】 【商庖街区外】

小売庖 小売庖

飲食庖圃 2

21 

飲食庖 51 

小売底 29 

飲食庖

理美容庖

ホテル・旅館・民宿1l1li4

病院・治療院l固 3

その他サービス業

銀行・保険業|聞 3

その他工場・事業所等

公共的施設

o 20 

病院・治療院 2 病院・治療院i圃2

その他サービス業 その他サービス業

銀行・保険業 1 銀行・保険業|聞1

その他工場・事業所等 その他工場・事業所等

公共的施設，。 公共的施設

40 60 。 20 40 60 。 20 40 60 
(底) (庖) (J苫)

④ 空き庖舗の状況

商庖街区の空き庖舗数は下表のとおりです。大湊浜町で空き庖舗が目立っています。

- 商庖街区の空き庖舗

平成9年度 |平成12年度 | 増減

前
一町
一十

駅
一浜
一

湊
一湊
一「

大
一大
一モ

4
A一
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-大湊地区 庖舗分布状況図 f
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( 1 0) 周辺地域における関連プロジェクト

大湊地区に関連が深いプロジェクトとしては、仮称ウエルネスパーク整備事業と釜臥山ス

キー場拡幅事業があります。

- 周辺地域における関連プロジェクト

事業名 仮称ウエルネスパーク整備事業 釜臥山スキー場拡幅事業

整備予定地 大湊地区大平埋め立て地(県有地) 釜臥山

予定施設等 ①克雪ドーム ①初心者用コース

②センターハウス ②ペア リフト 1基など

③屋内レジャープール

④芝生広場
⑤パークゴ、ルフ場

⑥ インライ ンスケート広場

⑦ス トリートバスケ ット広場

③親水広場

⑨アクセス道路 など

完成予定年度 早期実現をめざす 平成 15年度を予定

-25-



(1 1) 写真でみる大湊地区の現況

斗南藩士(旧会津藩士)上陸の地。
案内版等が不足しており存在が分かりづら
い。歩道や修景整備などが十分でない。

むつ市公民館。
地域住民の諸活動、交流の場となっている。

大湊駅前。

左手が駅舎、中央の建物が JRのホテル“フ
オルクローロ大湊"。

海岸(大湊新町)から釜臥山を望む。

大湊駅裏の東北砂鉄跡地。

野球場跡地。
現在は未利用のまま放置されている。

- 26 -



大湊浜町商庖街。
道路はそれほど広くないが、車の交通量が少
なく、比較的歩きやすい。

大湊駅前通り商庖街。

人通りもまばらで、シャッターを下ろしたま
まの庄も目立つ。

予b、

三示¥、

金比羅神社 ・近川|稲荷神社。
敷地内で、湧水が飲めるようになっている。

- 27 -

連絡 2号線(船見坂)。

大湊地区には坂道が多い。主要な坂道にはそ
れぞれ酒落た名前がついている。

大湊駅前通り商居街。
車の交通量が多い。
歩道がなく路上駐車が多いため歩きづらい。

大平神明宮。



(1 2) 大湊地区の現況特性と問題点(まとめ)

これまでの調査結果を踏まえ、大湊地区の現況特性と問題点を総括すると、次のようにな

ります。

.毎と市街地との関係が希薄である

大湊湾に面する大湊地区は、斗南藩士(旧会津藩士)上陸の地であり、また旧海軍時代に

は、人口約 10万人のまちとして栄えたように、元来より、海との関係が深いまちです。

しかし現在は、海側へのアクセス道路の不備や広大な未利用地の介在などにより、市街地

(特に商盾街)と海との関係が希薄化しており、海の存在を感じにくいまちとなっています。

今後は、地区の貴重な自然資源である“海"をまちづくりに最大限活用していくことが必

要です。

-駅裏に広大な未利用地がある

]R大湊線南側には工場跡地があり、未利用のまま放置されています。

この広大な敷地は、地形的な制約などから利用可能地が少ない大湊地区にとって、様々な

土地利用展開が期待できる貴重な空間です。

市街地と海との連携強化のため、また商庖街活性化の起爆剤として、この土地の有効活用

を検討していく必要があります。

-商庖街の賑わいが失われつつある

道路沿道に形成されてきた大湊地区の商庖街は、消費者ニーズ、の多様化、郊外型大型盾舗

の進出や、以下に示す商j古街に内在する諸問題が複雑に絡み合って、活力が徐々に低下する

傾向にあります。

歩きにくい道路

駐車場の量、質の問題

商j苫街としての統一感の欠如

個庖の魅力の低下(価格、品揃えなど)

営業時間等の問題

経営者の高齢化、後継者不足

空き届舗の増加

今後は、商業者一人ひとりがこのような問題を十分に認識し、商!苫街が一体となって、ま

ちの再生に向けた取り組みを率先して実行していく必要があります。

-釜臥山を望む緑豊かな地であるが、島近な公園・緑地が少ない

大湊地区は、背後に釜臥山を控える緑豊かな地区ですが、お年寄りや子供達が気軽に集え

る身近な公園 ・緑地が不足しています。

今後は、野球場跡地や市街地に点在する未利用地などを活用しながら、公園やポケットパ

ークなどを積極的に整備する必要があります。

口

δ
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また、願求院裏の樹林地は、市街化の進展とともに緑が減少してしまった地区にとって、

貴重な縁地であり、その保全が望まれます。

-南北方向の道路が不足している

大湊地区では、東西方向には国道 338号やバイパスが走っており、商居街における歩行空

間の不足などの問題はありますが、それなりに機能を果たしています。

しかし、南北方向については地形条件や鉄道などの関係で、連絡する道路が全般的に不足

しており 、特に、バイパス と商庖街を結ぶ道路や商j古街と海を結ぶ道路などの整備が必要で

す。

-歴史や文化が感じられない

大湊地区には、金比羅神社、神明宮、願求院、斗南藩士(旧会津藩士)上陸の碑や大湊ネ

ブタ祭などの有形無形の歴史 ・文化的資源、さらには海軍のまちとして栄えた歴史がありま

す。

しかし、案内性及びアピールの不足もあって、これらの貴重な歴史や文化をまちなかで感

じることは少ない状況となっています。

今後は、個々の資源に磨きをかけるとともに、案内性やアピーノレ性の向上を図りながら、

まちづくりに活用していくことが必要です。

-スキー揚や克雪ドームなどの五関口として十分な機能を果たしていない

大湊地区の周辺では、釜臥山スキー場の拡充や克雪ドームの建設などが計画されており、今

後、観光レクリエーション機能が高まることが期待されます。

しかし、現在の大湊駅周辺は、この変化を十分に受け止められるだけの機能を備えていると

は言えません。

今後は、これら施設との連携強化や情報交流、観光商業、サービス、宿泊など各種機能の充

実を進め、観光レク リエーションの玄関口にふさわしい空間づくりを目指してし、く必要があり

ます。

日
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5 中心市街地の位置及び区域
E・E・・E・・E・・E・・E・・E・~:，L;

中心市街地の要件として、「中心市街地整備改善活性化法」において以下の 3つの要件が掲

げられています。

① 集積要件 ・・・・ 当該市街地に、相当数の小売商業者が集積し、及び都市機能が相当

程度集積しており、その存在している市町村の中心としての役割を果

たしている市街地であること。

② 趨勢要件 ・・・・ 当該市街地の土地利用及び商業活動の状況等からみて、機能的な都

市活動の確保文は経済活力の維持に支障を生じ、又は生じるおそれが

あると認められる市街地であること。

③ 広域効果要件 ・・ 当該市街地において市街地の整備改善及び商業等の活性化を一体的

に推進することが、当該市街地の存在する市町村及びその周辺の地域

の発展にとって有効かっ適切で、あると認められること。

前述までの現況特性と問題点等の分析から、商業集積、土地利用及び商業活動の状況、市

街地としての一体性などを総合的に勘案して、大湊地区における中心市街地の区域を、次図

に示す区域(面積約 92.8ha) としました。

すなわち、集積要件をベースとして、ワークショップにおける意見も踏まえ、商業系用途

地域(既存商庖街)や地区の重要な資源である海辺、野球場跡地、願求院裏の樹林地を包含

しつつ各要件を満たす区域を中心市街地とし、かっ市街地としての一体性を考慮しながら、

道路、阿川、海岸など明確なラインが境界となるようにしました。
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6. 中心市街地活性化の目標と基本方針

(1) 目標テーマ

区域の特性やワークショップでの提案を踏まえ、中心市街地がめざすべき目標テーマを次

のように設定しました。

fII6IdtJtbJ..アオ震

( 2) 活性化の基本方針

将来像を具体化し活性化を図るための基本方針を次のように設定しました。

.毎と親しめるまちをつくろう

・観光レクリ工ーションの玄関口として、たくさんの人が集まる
駅にしよう

・楽しく歩ける商庖街にしよう

・人や自然に優しい暮らしやすいまちをつくろう

・まちの資源をアピールし、まちに苅する愛着を育てよう

.毎と親しめるまちをつくろう

区域最大の資源である“海"をテーマとした海沿いの散策公園などの整備を図り、子供

からお年寄りまで誰もが海と親しめる空間をつくります。

海をより 一層身近な存在とするため、山側市街地と海側市街地とを結ぶ交通路などの整

備を図ります。

-観光レクリ工ーションの玄関口として、たくさんの人が集まる駅にしよう

大湊駅周辺を、スキー場や克雪ドームなど周辺観光レクリエーションの玄関口として、ま

た新幹線延伸をにらんだ下北観光の新たな玄関口として位置づけ、駅舎の改築や周辺の整備

を図り、たくさんの人が集まる空間を創出します。

-楽レく歩ける商庖街にしよう

ゆとりある歩行空間や駐車スペースの確保、景観整備や緑化、空き庖舗の活用、イベント

やサービスの充実などを総合的に実施し、賑わいのある楽しく歩ける商庖街をめざします。

-人や自然に優しい暮らしやすいまちをつくろう

高齢化や環境問題に配慮しつつ、公園 ・緑地、生活道路、下水道など都市基盤施設の整備

を行うとともに、海、 山に固まれた地区特性を活かした良好な住宅への改良 ・供給を進め、

人や自然にやさしいまちをめざします。各種施設の整備に際しては、高齢者や障害者に配慮

して段差の解消や手すりの設置などを行い、バリアフリー化を進めます。
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-まちの資源をアピールし、まちに対する愛着を育てよう

由緒ある寺社仏閣、斗南藩士(旧会津藩士)上陸の地、旧海軍のまち、大湊ネブ夕、豊富

な地下水、坂道など、地域が育み、地域発展の原動力となってきた様々なまちの資源の保全

と活用を広くアピー/レしていきます。これらを地域住民が主体となって行い、まちに対する

愛着の醸成に努めます。

(3 ) ゾーニングとまちづくりの方針

地区の特性を踏まえなが らゾーニングを行い、ゾーン毎のまちづくりの方針を整理しまし

た。

-大湊駅周辺ゾーン

大湊駅周辺は、海側市街地と山側市街地の一体化を推進する上で要となるゾーンであり、

商庖街との連携のもと活性化を先導していく中核ゾーンと位置づけ、大湊駅舎の改築、駅裏

未利用地の有効利用などを積極的に推進します。

商j苫街との関係に配慮しながら、駅舎機能のほか、情報交流、行政サービス、物販、飲食、

イベント、休憩など、様々な都市機能の導入を検討していきます。

-沿道商業ゾーン

大湊浜町商庖街、大湊駅前商庖街、飲食街が集積する主要道路沿道を沿道商業ゾーンとし

て位置づけます。

商!苫街を中心に、快適な歩行空間や駐車スペースの確保、景観の整備、空き庖舗の活用、

イベン卜やサービスの充実などを総合的に実施し、賑わいのある商業空間の形成をめざしま

す。

.毎側市街地ゾーン

港湾施設があり、克雪ドームなどの仮称ウェルネスパークが整備される大平埋め立て地

との連携に配慮しながら、海沿いを散策できる公園など、海に親しめる空間づくりを行う

とともに、商!苫街へのアクセス性を高めるため道路など、都市基盤施設の整備を進め、良

好な市街地の形成をめざします。

-山側市街地ゾーン

道路などの都市基盤施設の整備を進め、緑豊かな居住系市街地の形成をめざします。

地形的な制約もあって、整備の遅れている南北を連絡する道路の整備を進めます。また、

野球場跡地の活用や願求院裏の樹林地の保全などを進め、地域住民や来訪者の憩いの場を

確保していき ます。

- 34-
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7 中心市街地活性化のための事業
E "完祭タよ・》

本基本計画に則り 、中心市街地活性化を図るために具体的な検討に入るべき事業を “市街

地整備改善のための事業" と“商業等活性化のための事業"に区分をしました。

また、事業時期については、概ね 5年以内に着手が想定されるものを前期、それ以降のも

のを後期としました。

(1) 市街地整備改善のための事業

・市街地整備改善のための事業の体系

11161<5刀φ/]1 大震

【活性化の基本方針】 【市街地整備改善のための事業】

海と親しめるまちをつくろう

観光レク 1)工ーションの玄関口として、
たくさんの人が集まる駅にしよう

楽しく歩ける商庖街にしよう

人や自然に優しい
暮らしやすいまちをつくろう

まちの資源をアピールし、
まちに対する愛着を育てよう
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やすらぎの海浜公園整備

海浜道路の整備

大湊駅舎の改築

大湊駅裏未手Ij用地の整備

商庖街道路等の整備

坂道の雪対策

海の見える広場の整備

公共下水道等の整備

良好な住宅の供給

まちなかサインシステムの整備

地域資源の保全・活用

その他公共施設の整備





- 市街地整備改善のための事業

事 業名 内 容 事業の位置 想定される事業手法 事業主体
実施時期

備 考
前期 後期

大湊地区の海岸線一帯において、海沿いを快適に歩ける「海風の散歩道」 、

釣りなどが楽しめる「海釣り公園」などの整備や、「斗南藩士上陸の地」の 街づく りと連携 したウォ
青森県、

やすらぎの海浜公園整備
休憩施設などの整備により、子どもからお年寄りまで誰もが海と親しみ、楽

海岸線一帯 ーターフロン トの整備な
むつ市な ど • • ど

しめるような空間づくりの展開。

海浜道路の整備
港湾施設、交流 ・レク リエーション区域である太平埋立地から大湊駅裏

海岸周辺 港湾整備事業など
青森県、 • • へのアクセス性を高めるため、海沿いの道路を整備。 むつ市など

老朽化 している駅舎の建て替え。駅舎を大湊地区中心市街地活性化の中

大湊駅舎の改築
核的な施設と して位置づけ、駅舎機能のほか高齢者などにも配慮、した、情

大湊駅周辺
中心市街地再活性化特別 むつ市、 • 報、交流、行政サー ビス、物産販売など多様な機能の導入を検討。商!苫街 対策事業など 民間事業者など

と駅裏の未利用地とが行き来できるような歩行者通路を確保。

街づくりと連携したウ

大湊駅を中心とした活性化拠点づくりのため、大湊駅裏未利用地に、シ ォータ ー フロン トの整

大湊駅裏未利用地の整備 ーフー ド‘グツレメレス トラン、ベイマーケッ トなど海をメ インテーマにした、 大湊駅周辺
備、中心市街地活性化広 むつ市、 • 場公園整備事業、中心市 民間事業者など

地域住民が気軽に集い、楽 しめる、 魅力ある空間づくり の展開。 街地再活性化特別対策

事業など

楽しく歩ける商居街を目指 し、高齢者 ・障害者などにやさしい快適な歩
賑わいの道づくり事業、 青森県、

商庖街道路等の整備 商庖街内 特定交通安全施設等整 むつ市、 • 行空間や街並み景観などの整備。 備事業な ど 民間事業者など

山側から海側への縦断道路の整備
市街地としての一体性を高めるため、国道 338号ノくイパスから海岸線に

中心市街地内 道路改良事業など むつ市 • 至る、南北縦断道路の整備。

坂道の雪対策
冬期間における坂道の交通安全や生活利便性を高めるため、 融雪設備を

中心市街地内 道路改良事業など むつ市 • 整備。

中心市街地活性化広場公

海の見える広場の整備
海が見える高台にある野球場跡地を地域住民や商盾街来訪者への憩いの

中心市街地内
園整備事業、 中心市街地

むつ市 • 広場として活用。 再活性化特別対策事業な

ど

公共下水道等の整備
生活排水による河川、海などの汚濁を防止 し、快適な環境を維持・ 保全

中心市街地全般 公共下水道事業など むつ市 • していくため、公共下水道などの計画的な整備。

特定優良賃貸住宅供給促

良好な住宅の供給
定住人口の増加を図 り、賑わいのあるまちづく りのため、多様な階層や

中心市街地全般
進事業、高齢者向け優良 むつ市、 • • ニーズに対応した良好な住宅への改良 ・供給。 賃貸住宅制度、住宅市街 民間事業者など
地整備総合支援事業など

観光客な どの市街地への誘導と回遊性の向上を図るため、より効果的な
むつ市、

まちなかサインシステムの整備 サインシステムを検討。 中心市街地全般 • • 各種施設などの整備にあわせた案内板の改善や新規設置。
民間事業者など

神社、 仏閣などの多様な歴史文化資源の保全 ・活用。
むつ市、

地域資源の保全 ・活用
願求院裏の樹林地は、まちなかでは貴重な緑地であ り、 保全を基本とし

中心市街地全般 市民ボランティア • て、散策路などの整備を図り 、地域住民が自然とふれあうことができる憩
など

いの場と して活用を検討。

生活利便性の高い魅力的な市街地の形成を図るため、保育、高齢者福祉

その他公共施設の整備
施設、各種資料館などの整備検討。

中心市街地全般 むつ市など • 高齢者 ・障害者に配慮、 した、段差の解消 ・手す りの設置などによる施設

のバリアフ リー化。
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市街地整備改善のための事業

. 司 、、

やすらぎの海浜公園整備

中心市街地全体に関するもの

公共下水道等の整備
良好な住宅の供給
まちなかサインシステムの整備
地域資源の保全・活用
その他公共施設の整備

むつ市中心市街地活性化基本計画
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(2) 商業等活性化のための事業

- 商業等活性化のための事業の体系

/誘WAdt.フやか 大度

【活性化の基本方針】 【商業等活性化のための事業】

海と親しめるまちをつくろう

観光レクリエーションの玄関口として、

たくさんの人が集まる駅にしよう

楽しく歩ける商庖街にしよう

人や自然に優しい

暮らしやすいまちをつくろう

まちの資源をアピールし、

まちに対する愛着を育てよう
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さわやかなまち並み景観づくり

駐車スペースの確保

テナントミックス・

賑わいのある商業空間づくり

イベントの開催

各種サービスの充実・強化

PR・情報受発信

各庖舗の魅力向よ

市街地循環パスの運行

人づくり、

コミュニティ活動への参加

大湊駅舎の改築 (再掲)

大j奏駅裏未利用地の整備 (再掲)

商庖街道路等の整備 (再掲)



- 商業等活性化のための事業

実施時期
事業名 内 台~ 事業の位置 想定される事業手法 事業主体 備 考

前期 後期

海辺のまちにふさわ しい、さわやかなまち並み景観を形成するための景
中心市街地等商庖街・商 TMO、商庖街

さわやかなまち並み景観づくり 商庖街内 業集積活性化施設等整 • • 観整備や緑化の推進。
備事業など など

中心市街地等商庖街 ・商 TM O、商庖街
駐車スペースの確保 車での来訪客に配慮、した、既存駐車場の有効活用や共同駐車場の整備。 商庖街内 業集積活性化施設等整 • • 備事業など

など

テナントミックス・ 空き庖舗などの活用や広場 ・休憩スペースの確保などにより、賑わいの 空き庖舗対策事業、中心 TMO  、商庖街

賑わいのある商業空間づくり ある商業空間づくり 。
商庖街内 市街地商業活性化推進

など • • 事業など

イベントの開催
賑わいのある楽 しいまちとするために、商居街が連携を取 りながら、各

商店街内 商盾街等活性化事業など
TMO 、商庖街 • • 種イベン トの積極的な実施。 など

各種サービスの充実・強化
市街地への集客力を高め、各個庖の魅力づくりのため、各種サービスの

商庖街内 商庖街等活性化事業など
TMO、商庖街 • • 充実 ・強化。 など

商庖街の情報(お店、 商品、イベン トなど)やまちづくりに関する様々

PR・情報受発信
な情報を各種のメディアを通じての発信。

商店街内
中心市街地商業活性化 TMO、商!苫街 • • 地場産品を活用 した大湊ならではの商品開発などを行い、潮風さわやか 推進事業など など

な大湊を積極的にアピー/レ。

消費者のニーズに対応した魅力的な庖となるよう 、接客態度、営業時間
中小小売商業高度化事 TMO 、商庖街

各庖舗の魅力向上 などの改善。また、商品配列の工夫、庖舗改装、業種 ・業態の見直しなど 商居街内
業など など • • の検討。

市街地循環パスの運行
中心市街地へのアクセス性を高め、環境や人に優しいまちづくりを推進 中心市街地及び パス利用促進等総合対 TMO、 • • するための市街地循環パスの運行。 周辺 策事業など パス事業者など

地域住民や商業者が主体的にまちづくりに参加できるような人材育成や タウンマネー ジャ ー養
人づくり、 意識啓発の実施。

中心市街地全般
成派遣事業、中心市街地 TMO、商!吉街 • • コミュニティ活動への参加 地域住民とのコミュニケーションを図るため、祭りや日常的なコミュニ 商業活性化推進事業 など

ティ活動の支援。 など

老朽化している駅舎の建て替え。駅舎を大湊地区中心市街地活性化の中

大湊駅舎の改築
核的な施設として位置づけ、駅舎機能のほか高齢者などにも配慮した、情

大湊駅周辺
中心市街地再活性化特別 むつ市、 • 再掲

報、交流、行政サービス、物産販売など多様な機能の導入を検討。商庄街 対策事業など 民間事業者など

と駅裏の未利用地とが行き来できるような歩行者通路を確保。

街づく りと連携したウ

大湊駅を中心と した活性化拠点づくりのため、大湊駅裏未利用地に、シ ォーターフロン トの整

大湊駅裏未利用地の整備 ーフードグルメレス トラン、ベイマーケットなど海をメインテーマにした、 大湊駅周辺
備、 中心市街地活性化広 むつ市、 • 再掲
場公園整備事業、中心市 民間事業者など

地域住民が気軽に集い、楽しめる、魅力ある空間づくりの展開。 街地再活性化特別対策

事業など

楽しく歩ける商店街を目 指 し、高齢者 ・障害者などにやさしい快適な歩
賑わいの道づくり事業、 青森県、

商庖街道路等の整備 商盾街内 特定交通安全施設等整 むつ市、 • 再 掲
行空間や街並み景観などの整備。 備事業など 民間事業者など
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8. 事業の一体的推進に向けて
一一一ーー，

ここでは、市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推進のために必要な方策につい

て整理しました。

(1) TMO構想の策定と TMOの設立

中心市街地活性化に関する事業のうち、特に商業等の活性化に関する事業を推進していく

ためには、まちづくりを総合的にプロデ、ユースする TMOの役割が重要になります。

事業の推進に向け、むつ市においても、TMO構想(中小小売商業高度化事業構想)を策

定するとともに、TMOを設立していく必要があります。

• TMOとは

T M 0 (Town Management Organ i zat i on)とは、 中心市街地における商業集積の一体的

かっ計画的な整備(テナント配置、基盤整備、ソフト事業など)をマネージ(運営 ・管理)

する機関です。

すなわち、様々な主体が参加す

るまちの運営を横断的・ 総合的に

調整 し、 プロデ、ユースする機関で

す。

TMOが具体的にどのような機

関で、どのようなプロジェクトに

取り組むかは、TMOになろうと

する機関が策定する TMO構想

(中小小売商業高度化事業構想)

を市町村が認定することによっ

て、決定されます。

TMOが具体的にすること と

しては、関係者のコンセンサスの

形成、TMO構想 ・計画の作成、

事業の推進などがあります。

TMOになりうる来，!U裁として

は、“商工会"“商工会議所"“第 3

セクター特定会社"“第 3セクタ

一公益法人"などがあ ります。

【TMO組織体制と各地の事例】
(資料 まちづくり事業企画マニュアル)

認」74竺 !
率業

実箆

[ヲイブ2]

企画

調整

事業

実施

認」TJE.4

事車
翼胞

[世イプ4]

企画 TMO

鵬 0_1_.1 ._--1 m.1 

事来

実施

事章
実路

注よ囲内町三セクとは、特定会社や公益法人を指す
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(2 ) 関係機関などの協力体制の確立

多くの人や機関が関わる中心市街地の活性化を円滑に推進していくためには、園、県、市、

商工会議所、商庖街、住民などが十分に情報交換を行い、相互に連携 ・協力し各種事業を進

めていく必要があります。

このため、今後は市及び商工会議所が中心となって、次図のような組織体制を確立し、各

種事業の調整や事業進捗の確認等を定期的に行うことが望まれます。

庁内的には、 TMOなどの関係機関との協議 ・調整や市が主体的に実施する事業に関して各

種検討などを行う中心的な組織として中心市街地活性化事業推進委員会を設置します。

- 中心市街地活性化事業の推進体制(案)

C二令

T M 0 (T own Management Or gan i zat i on) 

住 民 商 業 者

(3 ) 市民の理解と積極的な参加、協力

基本計画づくりの段階では、ワークショップを開催するなど市民意向の把握と計画への反

映に努めてきましたが、今後の事業推進にあたっても、中心市街地のまちづくりに関して、

市民の理解と積極的な参加、協力が得られるような対応が必要です。

(4 ) 事業への取り組み姿勢 ~できることから始め、目に見える形にする~

本計画で提示した事業全てを実現するには膨大な費用とエネルギーを必要とし、全てを一

時期に実施することは困難です。

当面は、ど、んな小さなことでもしW、から、できることから始め、結果を目に見える形にす

ることが大切です。そして、それらの積み重ねによって、より大きな取り組みへと発展させ

ていくことが望まれます。
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市民意向(既往調査結果から)

ここでは「むつ市民意識調査J及び「街づくり意識調査」から 、中心市街地活性化に関連

する部分を抜粋して紹介します。

(1) むつ市民意識調査(むつ市:平成 11年 11月)

対象 むつ市内に在住する高校性以上の男女

配付数 :2，113部 / 回収数 1，582部

回答率 :74.9% 

むつ市の発展を図る上で特に力を入れて振興して欲しいと思う

産業は何ですか

「観光資源を活かした観光の振興」が 41%と最も多く、次い

で 「商業の振興Jが 22%となっています。

市内で買い物するときには、どの地域が最も多いですか

市全体では「田名部地区商庖街」が 48%、「中央地区商!苫街」

が 40%、「大湊地区商庖街j が 8%の順になっています。

居住地別では、田名部中心部に居住する人の 71%は地元の商

庖街を利用しているのに対し、 大湊中心部に居住する人は

35%しか地元の商庖街を利用していません。

40.6'届

中央地区

商庖街

39.9% 

【大湊・市街地中心部に居住する人】 【田名部・市街地中心部に居住する人】

その他

1.1出

43.7% 

無回答

1.1% 
田名部地区

商底街

19.5首

大湊地区

商庖径i
34.5弛

主にどういう庖で買い物をしますか

24.1% 

大湊地区

商庖街

0.9百

その他

0.9% 

市全体では「商居街にある大型庖Jが約半分を占め、次いで

「郊外にある大型庖Jとなっています。

田名部、大湊も同様の傾向にありますが、大湊のほうが、 「郊

外にある大型居」を利用する割合がやや高くなっています。

田名部地区

商庖径i
71.1覧

1.5% 

郊外にある

大型后

33.7覧

【大湊・市街地中心部に居住する人】 【田名部・市街地中心部に居住する人}

その他
商庖街にある

ムト:
" 、主主主 r七 0.9也 応街l、ある

小売庖
郊外にある 郊外にあ 13.0覧

郊外にある 小売庖 大型庖
大型応 1.1% 

19? 圃 /27.6首 小売応

商庖街にある 商庖街にあ 3.6% 

大型庖 大型庖

56.4% 59.6% 
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【市全体】

工業

皿・16附

、4 圃園田--

【市全体】

その他

大湊地区

商底街

8.1% 

【市全体}

商業
22.4% 

無回答

田名部地区

商庖街

48.1国

商庖街にある

小売庖

3.4百

庖衝にある

大型后

50.1也



市の市街地商店街に何が不足して

いるから人が集まらないとお考え

ですか

-商庖を取り巻く環境面

道路が狭いので行きづらい

駐車場が少ないので行きづらい

(複数回答) 商庖街の歩道が狭く歩きづらい

市全体では、「駐車場が少ない 公共公益施設がないので足が向かない

ので行きづらしリが 75%と最も

多く 、次いで「道路が狭いので その他

行きづらしリ、「公共の施設がな

いので足が向かなしリとなって

し、ます。

地区毎に大きな違いは見られ

ません。

-商庖街の魅力面(複数回答)

市全体では、「買いたい商品が

少なしリが 31%と最も多く 、次

いで「商庖街に活気がない」が

24%、 「商品価格 が高い」が

20%の順となっています。

大湊地区は 「商品価格が高い」

という回答割合が高くなってい

ます。

買いたい商品がない

商品価格が高い

開庖している時間が少ない

商庖のf華客サービスに問題がある

商底街に活気がない

O 

75.0 

74.6 

1.8 

26.0 

020  40 60 80 

|園田名部・市街地中心部に居住する人

口大湊・市街地中心部に居住する人

旦主主些

お2

10 20 30 

田名部・市街地中心部に居住する人

口大湊・市街地中心部に居住する人
市全体

40 

( 2) 街づくり意識調査(むつ商工会議所:平成 11年 10月)

対象 むつ商工会議所会員
配付数 1，396企業 / 回答数 421企業

回答率 30.2% 
経営上の問題点として考えられるもの

は何ですか (商業者のみ回答) 売上げの減少

経費の増加

-
ヰーー

- 7.3 

経営上の問題と して、売上 ・利益の 利益の減少
..... 

10.3 -・・... 

減少、大型庖の影響、競争の激化、 資本不足
一」ーー

圃 . 6.2

消費者ニーズの変化等が多くあげ 大型后の影響 ー 10.5 
L... 

1嗣4置函・8 

られています。 競争激化 圃園田11112.6
ー圃圃

消費者ニーズの変化
ー」ー

品揃え

F 
[巨

5.6 

売り場面積不足

後継者難

従業員の確保

庖舗の老朽化

立地条件の悪化

集客力の低下

駐車場不足

その他

(%) 0.0 

」ー
_ 3.7 ..... 

園 .15.0
」ーー

5.6 

瞳0.8

5.0 
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今後の経営方針についてお答え下さい

「現状維持Jが 43%と最も多くなっていますが、「専門庖化J16%、「規模拡大J14%など、何ら

かの方法で生き残りを考えている経営者も多くみられます。その一方で、「廃業j を考えている人

も10%います。

総合化、多角化で規模を鉱大

専門庖化

多活化

チェーン庖に加盟

大型庖のテナン卜として出庖

共同化

廃業

その他

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 
(百)

4219 

10.1 

むつ市の中心市街地の活性化について、将来どんな機能を重視すべきと考えますか

「駐車場の設置J20%、「交通の利便性向上J16%、「産業 ・文化 ・交流施設の再開発J15%の順

となっています。商庖街だけでなく、多岐にわたった街づくりが要求されています。

中心部でも快適に住める住宅の供給

産業・文化・交流施設の再開発

公共施設

高齢者や障害者が安心して暮らせるまちづくり

交通の利便性向上

街並みや街路樹等の景観整備

地域の特色を活かしたイベントの開催

駐車場の設置

その他

(首)。

. 6.7 
T 

-10.2 

-圃-
9.6 

置置圃聞 15.6 

10.8 

』 -10.6 

瞳~
20.1 

5 10 15 20 25 

商庖街の活性化対策として具体的に行っていただきたいことは何ですか

「駐車場の整備」が 29%と最も高く、次いで「街並みの美化JI特売日の設定、共同売り出しの実

施JI各種イベン ト、 文化事業の企画」などとなっています。

駐車場の整備 29.0 

街並みの美化 15.9 

公園の建設、ベンチの設置 7.6 

催事場の建設、運営 7.1 

特売日の設定、共同売り出しの実施 11.0 

各種イベント、文化事業の企画 10.6 

従業員の研修

スタンプ、プリペイドカード事業の実施

タウン情報誌の発行

循環パスの運行

その他

(百) 。。 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 

F
D
 



ワークショッ プ結果概要
ーーーーーーーーーーーーーーー『目lI!a!'ll己是正iJ五込'

(1) ワークショッ プのあらまし

一般市民や商業者の意見などを基本計画に十分反映させるため、また、作業部会部員が中

心市街地に末、lする現状認識を高め、計画原案を作成するため、ワークショップを行し、ました。

大湊地区、田名部地区について、それぞれ 2回、計4日のワークショッブを開催しました。

ワークショップには「むつ市中心市街地活性化作業部会Jの部員及び地元の高校生が参加

し、活発な議論を展開しました。

- ワークショップの開催概要

日時・会場 フー』ーて7 メンバー

第 1回 平成 12年 7月27日(木) 大湊地区市街地の衰退の原因と活性化の 作業部会部員

1 0 : 00 --15: 30 ための資源を探る

(プラザホテルむつ) -現地探索 29名

地区の特性と問題点の把握

第 2回 平成 12年 8月2日(水) 田名部地区市街地の衰退の原因と活性化 作業部会部員

10・00~ 15・30 のための資源を探る

(ホテルニューグリーン) 現地探索 27名
地区の特性と問題点の把握

第3回 平成 12年8月23日(水) 大湊地区の活性化を考える 作業部会部員

13・30--16:30 活性化のためにすべきことの検討 大湊高校の生徒

(プラザホテルむつ) 将来像(キャッチフレーズ)の検討

区域の検討 34名

第4回 平成 12年 9月6日(水) 田名部地区の活性化を考える 作業部会部員

13:30 ~ 16:30 活性化のためにすべきことの検討 田名部高校、むつ

(むつグランドホテノレ) 将来像(キャッチフレーズ)の検討 工業高校、大湊高

区域の検討 校の生徒

48 ~I 

( 2 ) ワークショッ プ(大湊地区)のようす

① 第 1回ワークショッ プ ~大湊地区市街地の表退の原因と活性化のための資源を探る~

円
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② 第3回ワークショップ ~大湊地区の活性化を考える~
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F
円
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( 3 ) ワークショッ プでの提案

ワークショップで提案された内容をまとめると以下のようになります。

- ワークショップで提案された大湊地区の将来像

海、山など

海 ・山・ 港町 まほろば大湊

海 ・山・坂のある街大湊

海の幸、山の幸

海の幸、山の幸なら大湊

山あり海あり夜景あり 夢をはぐくむ 大湊
海辺のやすらぎフ。ロムナー ド“大湊"

ふらつと 海の街おおみなと
下北のシンボル釜臥山 とんで見ょうみんなで

港町

雄大な海と山 歴史とロマン漂う港町おおみなと

ナイスベイ オオミナト

春夏秋冬 心を育てる北の港大湊

湊町大湊の自覚

終着駅

釜臥(山)と安渡(海)が迎える終着の

街

北 の終着駅大湊

本州北の終着駅大湊

白鳥

白鳥の街大湊

青空と白鳥のまち おおみなと

自衛隊

海上自衛隊の街、大湊

総監部の街大湊

緑と海と海上自衛隊の街「大湊J|州最北端、下北半島

本州最北の市

本州最北下北半島中心の地 “大湊"

あっ 1 マサカリ半島 大湊

トマフォークの町大湊

観光リゾート

緑、光、歴史が共存できるまち シーサイドリ ゾー ト大湊
新 ・観光地 Ominato 

安渡ヶE
湊大シ」大」スU

町
ふ

の
の

船
南

史

黒
斗

歴

その他 (水、青空など)

緑と水のおいしい水の大湊

自然がいっぱい

私の青空大湊

“大湊" 蝶の夜景

安渡ヶ丘の大湊

海の街 “安渡ヶ丘"

A
吐r

D
 



- 大湊地区ワークショップ結果総括表 活性化のためにすべきこと

分類
活性化のためにすべきこと

キーワー ド

海釣り公園の整備(桟橋などを活用、冬は養殖場

海の活用(遊べる海を作
として、 ・・・ )

海沿いの遊歩道、休憩所の整備
る)

漁港付近の海の活用(夜間のライトアップとレス

自然(海、
トランなどの整備)

釜臥展望台までのロープ ウェイ(リフト)の整
山、 )11)

釜臥山の活用 備

釜臥山景観を見る遊覧船、全国的な PR
-・色 圃曹司可. ・・-曹司可・ 酔 酔 ・+ 酔+‘酔晶晶晶晶 ・晶晶晶晶晶晶晶+“‘+‘+目“唱 目““““ a 

川の保全と活用
魚の住む川(小松野川と小荒川を水路で、結ぶ)

川を汚さない

地下水の名所化
地下水の活用

地下水を利用した商品の開発

斗南藩士上陸の地の再整備(景観整備、案内板の

歴史 ・文化の保全 ・活用
整備)

歴史・文化 神社、仏閣散策ルートの整備
とアピール

旧海軍のまちのアピーノレ(ハード、ソフトの整備)

関西との交流の周知

各種施設との合築(商業施設、宴会場、コミュニ

!R 駅舎の改築 ティ施設、公共施設、観光案内、土産物屋、情報

発信、市場など)

図書館、海を題材にしたレストフン、公園、あづ

まや

未利用地 東北砂鉄跡地の活用
ねぶた常設、チャレンジショップ、フ

リーマーケット、おしゃれな専門庖街

公園 ・縁地、斗南藩に関する記念館(資料館)

自衛隊資料館や自衛隊の船の展示

南北道路の整備
バイパスから国道 338号への道路の整備

国道 338号から海岸への道路の整備
‘咽 ‘咽 町酔目‘+晶晶目‘咽 町酔目‘晶晶晶晶晶 酔‘‘町酔曙 目““‘a晶晶晶a目“a晶晶 目‘ 晶目‘目‘・

道路の拡幅、歩道の整備

駐車スペース(前面駐車場)の確保

商盾街の道路の整備 アーケード、化

道路 電線類の地中化(電柱撤去)

歩道に街灯を増やす(ネブタの街灯

海沿いの遊歩道
. 遊歩道(散歩道)の整備 駅から海(斗南藩士上陸の地など)への遊歩道

高齢者、子供の散歩道、縁の小道
可 可 “ ‘+晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶目““+晶 晶晶晶a

坂道の歩道への手すりの設置
その他道路の整備など

除雪後の歩道の雪対策

大型駐車場の設置(駅周辺)

駐車場 駐車場の充実
商庖街共同駐車場システム

門前駐車場の整備

駐車場マップ作り
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分類

キーワード

旧野球場の利用

公園・緑地 願求院の森の整備、活用

旧公民館跡地の公園整備

その他公園の整備

商庖街の外観整備、賑わ

し、演出

ト 集客施設の整備 | 

商庖街の再編、空き庖舗

対策

商庖街

個庖の魅力づくり

商業者の意識改革(営業

姿勢)

イベントの実施

大湊ならではの商品開発

商庖街の情報の公開、共

有化

商業組合の組織化

活性化のためにすべきこと

公園、陸奥湾を眺望できる憩いのスペース

海の見える丘公園

駐車場兼パークゴルフ場、屋外コンサー 卜施設、

保健所の改築に合わせた福祉ゾーンの位置づけ

子供のための公園

森の調査(火事の問題、住職との懇談の機会)

休息(多目的)空間の整備(トイレ、緑化など)

空き地を花と緑の公園に

イベン卜広場の整備

庖舗のセッ トパック

ファサードの統一

装飾、音響を利用した賑わいの演出(ねぶたばや

しを流す)

雪対策としてのアーケードの整備

集客力のある施設(集客のための共同投資)

テナントミックスによる商!苫街の再編

大湊を売り出すための商品の販売所の設置

周辺住宅地を考慮、した最低基準(医療、日用品、

食料品販売、風呂)の整備

当地商業者による共同出資居舗(既存屈と競合し

ないj古舗)

海軍や斗南藩の歴史博物館

若い人向けのj古(ゲームセンタ一、スタジオなど)

内装の更新、レイアウトの工夫

接客態度の改善(笑顔で接客、まめになること)

営業時間の見直し(土日営業、早朝及び夜の営業)

ニーズにあわせた販売、接客

]A無人販売所の充実(品揃え、時間帯)

市の充実(まける市の充実、朝市などの開催)

下町どおりの歩行者天国の実施

商応街一斉売り 出し、 大セーノレ

産直販売(むつ漁協の新鮮な海産物など)

商J苫街スタンプラリー

自衛隊入港に合わせたイベン 卜の実施

町内対抗大運動会

地下水を利用した商品の開発

海軍カレーに続くその他の商品開発

商眉街マップの作成

商J苫街の情報ネットワーク化

まちづくり情報の共有化(計画→具体化→報告→

意見→見直し→)

商居街としての意見集約、提言

施設の建設

その他

その他

老人福祉施設

大学や専門学校

| 健康ラン!三…
案内板の設置

建物の色の統一

|て水道の早期整備

pnv
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基本計画策定経過

年 月 日 h.. 議 等 内 廿H づ

ヨミ

11 7 9 女検討委員会設置規程制定
，一← 日一一一一一日‘一一 ・一一…・ "“町村山山山山由吋白 山+

9 9 &第 1回検討委員会 組織会 ・街づくり 3法勉強会

12 27 A第 2回検討委員会 計画構成案検討
山崎町山田山田‘ 戸山一司自一一一...........- 回一....-仲町一号田川町山一・ 晶晶 a 目“““

3 13 カ審議会条例可決

12 4 13 企第 3回検討委員会
a 目‘晶目‘町 目“‘ 酔+・酔+酔+

7 14 く〉第 1回作業部会 糊 会 ・勉強会
.......ー・..... 曙 圃圃可 ・・4・4・4・ ・ a

27 。第 2回作業部会 大湊地区ワークショップ
...........................• • ....• 一 一 一 一 司 曹 司 … … … … … … 山 … 山 一 一 一 一 一 一一

8 2 。第 3回作業部会 田名部地区 11 
晶 圃 園 田 一 一 一 一 一 一 ・ 圃 圃 園町四 回目白回目白日晶晶園 町一 ・… 可...... ..........H... 一…+一 一一圃 一一一一a“一圃目一一一……圃目一一一圃目一一圃目一a“a

23 く〉第4回作業部会 大湊地区 11 
ド 一 一 町一一一曹 司'一'…一一- 一一ー一一‘一一…・a・ ー…_....・

9 6 く〉第 5回作業部会 田名部地区 11 
目白・ ・

20 A第4回検討委員会 提言書検討
酔+酔+酔 酔4 酔+酔+酔

26 。第6回作業部会 提言書 ・現況等検討
酔+酔“+酔 酔晶晶“ +晶 ・

11 22 。第 7回作業部会 計画原案検討
目曹司回目曹司自・曹司自由 圃 唱 曲 値 山 町山山山山叩日申圃園町由・・・一山一一曹司曹司

24 企第 5回検討委員会 計画原案検討
吋い日回日回一 田崎晶晶山田白山回目圃圃園田山圃四回目圃圃圃圃圃圃圃圃圃園町圃圃圃圃圃圃圃'圃園町圃園町圃圃圃園町曹司 曹司・

30 口庁 議 計画原案協議
一 一 回 “ 一..... 町酔町'・ 目‘町酔町酔目“+町咽 町酔 ‘+ “+“一号目‘・

12 20 。第 1回審議会 委嘱 ・札織会 ・原案諮問

13 10 。第 2回審議会 大湊地区原案審議
晶晶晶晶晶園田“‘ 圃可・曹司・・・4・4・・・+曹司・4・

26 。第 3回審議会 田名部地区原案審議
...........................H ・・a園田““園田‘・・ ・・・ ・

2 8 。第4回審議会 原案修正案検討
，......... 晶晶日圃四日目晶 晶圃圃園 川園圃圃圃“・ ・ ............_.....・

19 。基本計画原案答申
・曹司可・4・4・ 一 …・...

26 A第6回検討委員会 計画案検討
ー“一・ー抽一一"‘一回甲田目白“叫・山 吋 山

4 16 食事業推進委員会設置規程制定
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各委員名簿
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー~直司日J守、， 、

【むつ市中心市街地活性化審議会委員名簿】

ムー 長 高橋

山本文一会長職務 代理

区分 団体名 役職 氏名

総務常任委員会 委員長 宮下順一郎

産業経済常任委員会 委員長 山 本留義
市議会議員

建設常任委員会 委員長 菊池広志

教育民生常任委員会 委員長 高田正俊

むつ商工会議所 会頭 菊池健治
同 酔‘ “晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶目‘晶目‘晶晶晶晶晶晶晶晶 晶 晶 目“晶晶a目“ ““+“‘+  

(産業政策委員会) 委員長 山本文 二

(商業振興委員会) 委員長 上路昭雄

(青年部) 理事 石橋秀郎
‘+‘'‘‘+‘“““‘‘  

(婦人会) 会長 大見幸子
“ 晶a晶晶晶晶晶a晶晶晶a 晶 晶 晶 晶 晶 晶

専務理事 足 利 鉄雄

田名部地区商居会
理事長 橋本春治田名部駅通り商盾街振興組合

公共的団体等の
大湊地区商j吉会 (協)むつ専門居会

役員 理事長 蛇名古五郎

むつ市観光協会 副会長 杉田 忠

(社)下北物産協会 理事 菊 池 俊 明

むつ市行政連絡委員連絡協議会 会長 大賀 勝

むつ市t:性団体連絡協議会 会長 松田淑子

むつ市消費者の会 会長 村 木協子

むつ青年会議所 理事長 田 中 浩 一

むつ市社会福祉協議会 会長 伊藤 = 郎

むつ市金融団 代表 平 山 博道

学識経験を有す 北のパイオニア 代表 高橋

る者 まちづくり倶楽部 顧 問 白 川| 直人
その他市長が適

下北交通(欄 専務取締役 七 戸大三郎
当であると認(め

る者 ]Rパス東北側大湊営業所 所長 菅野孝雄

]R東日本旅客鉄道(制大湊営業所 所長 西村文治
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【むつ市中心市街地活性化作業部会名簿】

区 分 所 属 役 職 氏名

商業振興委員会委員 南谷信贋

商業振興委員会委員 橋立清澄

青年部理事 石 橋 秀 郎
むつ商工会議所

青年部部員 秋 浜秀 一
晶晶 晶晶晶晶 酔 “ + 酔+

婦人会理事 田中晴 子

婦人会会員 川 下千代子

田名部駅通り商庖街振興組合 専務理事 柏崎 信 治

小)11町商庖会 理 事 小 林 宏

新町商庖会 副 会 長 向 井

専務理事 飛 林剛 克
‘ 園日目 白...~....園日圃圃

d岳、
員 ) 11 畑 岡IJコ:;;

(協)むつ専門府会
h、

貝 斉藤 一 好ココZ

.，c;入
貝 山 岸正子ヨズ

むつ青年会議所
まちづく りNPO

木 村 努
音日 貝 担当委員長

むつ市消費者の会 b.. 員 尾 花せいヨミ

むつ市政モニター 樫井 登久子

教養部長 (むつ市婦人
須藤憲子

学級連絡会会長)
むつ市女性団体連絡協議会 教養部理事 (NTT

レディスOG会理事)
柳 谷勢津子

中小企業診断士 山 本 進

代 表 工藤知彦
まちづく り倶楽部

目‘一一一一‘・‘即 ・H・H・圃門 司自“"“

dzh =z 員 菊 池 誠

次長兼振興課長 中村俊 三
町酔目““‘目‘ 園田‘晶晶晶晶晶晶a晶目“‘

むつ商工会議所 指 導 課 長 竹 園育 雄

振興課係長 船 場 永 幸

企画課長補佐 工藤直 行
・+ 町.....~回目. 吋刊 日園田‘ 晶・回目圃圃圃圃圃圃圃圃圃四圃圃圃圃

むつ市役所 都市計画課長補佐 斎藤鐘司
圃

建築課長補佐 鏡谷 晃
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区分 所 属 役職 氏名

先 生 坪 俊彦

3 年 佐藤 岡IJ
曹司可・・ 4・ 酔

3 年 瀬尾幸子

田名部高等学校 3 年 板井 司
可・4・可・・可. 町酔咽 酔酔 酔

3 年 駄賃場佳純

3 年 竹内 美貴

3 年 畑中祥恵

先 生 白川直人

3 年 新井田 真実
高校先生 ・生徒 晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶目‘晶晶晶目‘晶目‘晶 目“‘a 晶晶晶晶晶晶a晶晶司町酔 ‘ 酔+酔

3 年 川|端識行
目‘目‘晶 晶晶晶晶晶晶晶晶晶 晶晶晶+‘ +‘ 

むつ工業高等学校 3 年 津谷久仁
晶晶晶目‘目‘晶晶 目‘目‘目‘目‘目‘目‘目‘ 目“a 晶目“晶目‘唱 晶晶晶+晶 晶晶晶+“4

3 年 成田登志子

3 年 鳴海恵 美

3 年 小松原大樹

3 年 杉村 良

2 年 鈴 木 裕 史
大湊高等学校

3 年 菅原理美

3 年 小鷹 恵

経済部理事 二本柳 誠

商工観光課長 木村重男

商工観光課長補佐 工藤孝敏
事務局 むつ市役所

商工労政係長 山本伸 一
‘“““““““““  

商工労政係主事 杉津一徳

臨時職員 佐々木賀久子

総合計画部長代理 大脇 寧

コンサノレタント 日本技術開発(閥東北支社 総合計画部課長 大 塚 正 治

総合計画部係長 丸山 亮
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【むつ市中心市街地活性化検討委員会名簿】

区分

委

事務局

所属

総務部総務課

役職

課長 新

氏名

谷博仁

津桂逸

井幸男

谷加水

坂志

進 '1吾

総務部管財課
目““+晶目““ 田川 回目回目回目晶回目回一回一‘ .....-..-伊.._...

総務部税務課

企画部企画課

企画部財政課

企画部広報広聴課

民生部環境対策課

課長|船

課長|藤

新課長

課長 宣
問

ii界一 長 | 渡…
課 長

課 長 工藤 蕎: 子

員

保健福祉部児童家庭課

保健福祉部生活福祉課

保健福祉部介護福祉課 課長

課長 一…

純
一

隆西

藤

葛

ル
賢

一
建設部土木課

建設部都市計画課

諜 長 佐藤純 一

越前長

長
工藤

守
…
裕

課

課建設部下水道課

建設部建築課 課長 石田 三 男

教育委員会生涯学習課 |課 長 | 伴 邦雄

公営企業局工務課 | 課 長 | 祐川美佐男

経済部 | 理 事 | 二本柳 誠

経済部商工観光課 | 課 長 | 木村重男

経済部商工観光課 | 課長補佐 | 工藤孝敏

経済部商工観光課商工労政係 |係 長 | 山本伸 一

経済部商工観光課商工労政係 | 主 事 | 杉津 一 徳

経済部 商工観光課商工労政係 | 臨時職員 佐々木賀久子
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【むつ市中心市街地活性化事業推進委員会名簿】

区分 所 属 役 職 氏名

総務部総務課 課 長 遠 藤 雪 夫
圃園 田“““‘ ‘ ・曹司・+

総務部管財課 課 長 立花征夫
可曹司・ F 晶晶園田“園 田“““““““ “唱晶晶晶晶目“““+晶晶晶晶晶+“+晶晶晶晶+晶

総務部税務課 課 長 藤井幸男
4・， 曹司曹司 目““ ・・a晶晶晶 目“ ‘ +晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶 晶a

企画部企画課 課 長 新谷加水
‘‘咽酔・・可.

企画部財政課 課 長 工藤正明
目“‘晶晶 可・ 可・ 圃可

企 画部広報広聴課 課 長 船津桂逸
晶晶 目“‘晶目“

民生部環境対策課 課 長 柳田憲一
目“‘ 晶晶晶 晶目“+‘町'‘ 酔+酔 酔・ ・曹司.

保健福祉部児童家庭課 課 長 工藤害子
目‘晶晶晶晶晶目‘晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶+晶晶

保健福祉部 生活福祉課 課 長 葛西隆 一

委 貝 保健福祉部介護福祉課 課 長 粛藤 中世

建設部土木課 課 長 佐藤純 一
目“晶晶晶 晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶+‘4 曹司曹司可.

建設部都市計画課 課 長 越前 てF ム丁ー

・曹 司

建設部下水道課 課 長 工藤 裕
目““目“““‘晶晶目“““ + 

建 設部建築課 課 長 石田二男
晶晶晶晶晶晶晶晶晶晶目““““““+晶晶 ‘咽 +‘+酔酔 可・-曹司曹司曹司 曹司

教育委員会 生涯学習課 課 長 伴 邦雄
・a目‘ a晶晶目“““““““+目“‘酔晶晶晶晶晶 ‘ 酔+晶晶

公営企業局工務課 課 長 祐 川 美佐男
圃圃園田‘園田““園田‘園田““‘園田“““““ “ “‘ 晶目“晶晶晶晶 ‘+‘ “‘ 町酔+

経済部 街づくり推進官 小島昭 夫
酔 ・ ・ 可

経済部商工観光課 課 長 木村重男
可・ + 

経 済部商工観光課 王 幹 山本伸 一

経済部商工観光課商工労政係 係 長 井田直樹
晶晶晶晶晶晶晶 +“‘晶晶晶 a晶晶‘ 酔‘酔+‘ ・+ .........酔可可可可

経済部商工観光課商工労政係 主 査 工藤和彦
事務局

経済部商工観光課商 工 労 政 係 王 事ー 宮下圭一
-・・・M・M・圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田山回目回目圃圃圃圃圃圃圃圃園山圃回目晶回目回目白回目回目圃回目回目晶晶回目目“ 回同日仏国‘ー，‘崎山吋 H 崎僻 .......~.... ..“可・吋

経済部商工観光課商工労政係 臨時職員 佐々木賀久子
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用語解説

【用語】

あ行 アイデンテイティ

【意味】

同一性。物がそれ自身に対し同じであって、一個の物として存

在すること。人間学 ・心理学で、人が時や場面を越えて一個の

人格として存在し、自我の統ーをも っていること。

アンテナショップ 新商品を試験的に売り出す小売庖舗。消費者の反応を探るアン

テナの働きをもつことからいう。パイロッ トーショップ。

インキュベータ 解化という意味。新規開業者等の新しい商庖主を育てる庖舗を

「インキュベータショップ」等と呼んでいる。

イニシアティブ 率先して発言 したり行動したりして、他を導くこと。主導権。

インフラ (インフラストラ 生産や生活の基盤を形成する構造物。ダム ・道路 ・港湾 ・発電

クチヤー) 所 ・通信施設などの産業基盤、および学校 ・病院 ・公園などの

社会福祉 ・環境施設がこれに該当する。社会的生産基盤。

NPO(エヌ・ピー・オー Non Profit Organization、民間非営利法人組織の略。市民

による自主的なまちづくり ・高齢者支援 ・自然環境保護 ・ゴミ

のリサイクル等の活動団体を総称してNPOと呼んでいる。

か行 キャブシステム 電気 ・電話 ・ケーブルーテレビなど電線 ・回線類を一括して地中

( C A B -cab I e box に収納する U字型の構造物。電線 ・回線類の地下埋設化の-

network system) つで、比較的経済的に作れる。

コミュニティ 人々が共同体意識を持って共同生活を営む一定の地域、および

その人々の集団。地域社会。共同体。

コミュニティ道路 歩行者等が安全かつ快適に通行で、きるよう、車道を蛇行させた

り、歩道を広げたり、植栽や彫刻、街灯、ベンチ、電話ボック

ス等を設けた道路。

コンセンサス 意見の一致。合意。共感。「国民のーを得るJIナショナノレー J

さ行 シルバーハウジングプロ

ジェクト

少子高齢化

ショッピングモール

シンボルロード

ストリートファニチャー

セット/¥ック

住宅施策と福祉施策との連携により、高齢者に配慮した公共賃

貸住宅を供給すること。

人口構成において、子供が少なくなり老人が多くなる現象をい

う。今、そして、これから全国的に迎える社会。

歩行者専用型の商庖街や買物のための遊歩道。一般的には、十

分な歩行者空間を持った大規模商業施設などを指す。

都市や地方の顔となる道路。シンボノレロード整備事業 ・人々に

親しみと潤いを与え、快適で美しく、楽しい道路空間を形成す

るため、昭和 59年度に建設省が創設。

歩行者空間に設置する彫刻、街灯、ベンチ、電話ボックス等。

建築物の外壁を敷地境界線から後退させて建てること。また、

建築物の上部を段状に後退させること。
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た行 タウンマネージャー まちづくりに係る具体的なプ口、ジェクトの運営 ・管理から商店

街のテナン 卜ミックスの管理などを行う専門的な知識を持っ

た人。

ターミナル 鉄道やパス等の起点 ・終点にあたる所。交通の結節点。

中心市街地整備改善活性 「中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化

化法 の一体的推進に関する法律」。平成 10年 7月に中心市街地活性

化のための総合的な対策を講じる法的枠組みとして施行。

チャレンジショップ 新規開業者や若手出居希望者等を対象に空き応舗を活用して、

家賃補助や改装費用補助等を行い、 一定の援助機関を経て将来

的に庖を構えてもらう取り組み。

T M 0 Town Managemennt Organizationの略。まちづくりをマ

(ティー・エム・オー) ネージ(運営 ・管理)する機関。中心市街地整備改善活性化法に

基づき位置づけられた新しいまちづくり機関。

テナント 貸しビルなどの借り手。届子(たなこ)。

テナントミックス 商居街や商業施設などにおいて、様々な業種の眉舗の配置 ・誘

致をコントロールしながら計画すること。

は行パティオ型庖舗 ノ号ティオとはスペイン建築の中庭のこと。パティオ型!古舗は広

バリアフ リー

光ファイバー

ファザード

フリーマーケット

ポケットパーク

ま行 メモ リアル

モータ リゼーション

b行 ライフスタイ jレ

レンタサイクル

わ行 ワークショップ

場を中心lこ小規模!古舗が配列された集合庖舗の建築形態をい

フ。

障害のある人や高齢者が生活する上で、行動の妨げになる障壁

(バリアー)を取り除いたやさしい生活習慣のあり方。

光を用いて情報を伝達する際に、光の伝送路として用いるきわ

めて細いグラスーファイパー。光信号を減衰させることなく送る

ことができる。

建物の通りに面した壁面。建物の顔。

蚤(のみ)の市。古物市。いらなくなった洋服や本、小物など

を安価で売り買いするイベン 卜的な催物。近年、駐車場や大規

模な空閑地を活用して行われている。

小公園。商j古街等の空き庖舗や空き地を活用した休憩ス

ペース ・憩いの場となるような空間。

故人や歴史上の出来事を記念するもの。「 ーホーノレ」。

自動車が生活必需品として普及する現象。自動車の大衆化。

個人や集団の、生き方。単なる生活様式を超えてその人のアイ

デンティティを示す際に用いられる。

貸し自転車。 レンタカーに倣って作られたことば。

研究集会。講習会。様々な立場の人が、共同作業を通じて地域

の課題発見 ・創造的な解決方法や計画の考案 ・それらの評価な

どを行っていく活動。
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